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観測手引きi（・） 坐光星観測上の一般的な注意

　更に，或ろ星fe口測して，一度片方が大きいご思つ7：7gらば，逆に次は反封の方が大き

いt思って，見直ず嘉も，槻湖な正しくする一助にはなる．

　器械を使顕した場合　今までは，大盤肉眠的噛な槻渕た・基～馨にして來t：が．若し器械た・使

用する揚合にに，叉特殊の注意が入寮ポなろ・其れに，比較する雨塁屯㍉観野の申峰から

等距離に置かれなければならない事である．のみならす，特に反身撫｛遠鏡の揚合には，覗

野のrll心ピ，光軸のtlt心ミが，正確に揃って心なけれ，ば以上の注意が意味か以さない．

　從ってあまり明ろい星に大き嫁日章な離塁ずる事，云ひかへるご，其の立合には，r1然

ミ比較されろ爾星が，ftln野の端ツコ同志になり勝ちに7sうから，一f，）はり使用する器械の大

きさに適粗しア昌盛径か使用する事であろ，

　鐘堂な明るさとは，先づ見得る限度の2～3弊級IYIるい所でめらう・個々の星の重合に

は，其の個々の比較星の位置に依うが，5等級も明るいもの，即ち10cmの器械で7～8等

級よりも明るい星を槻渕する事は，無理ε云ふ事に7sつて睡る．假りに比較星力｛割合近接

し一（　J，k’ても，其の場合には肉眼で0～1等級の星tte見るのこ同じく，やにq精度が降らざる

な得すよい．故i＝一概には云へなくミも10　cniには9～10等級，5Clllならば7’）9等級が

頃合で（ttからうか？從って倍率はあまり高くtく，珍Jるい目の試合は，口囲1c『1に就

い（3’｝5倍，限度に近い暗い場合にのみ1cmに就いて10倍｛・ヒが有効になる．特に古く

なって赤昧た帯びて來7酒面ぐは，や（t　uJ柵1掘腕’カ｛あろ・一加i断は，灘物レンズ其

のものS色牧差除去の手際具合ご「：裡からして，一個一個に折があっ’（，星の色に依って

差異を生すろ．叉反射ご屈折で同じ夜に同じ星か見るご，時にはα5等級も異なろ1‡｛があ

る．更に倍率も關醸して來る．敏に「！征や2｝；械1丈巳むか得ナよい他は饗更し7い方力｛よい．

こ・まで鼓って來るミ，個人的tよ・色に劉すろ感じの強弱さも亦厄介すよ画題にブよって誹る．

其れでは襯測の勇氣がなく†ようが，元勲ゼくら自分では正砿の心積匂1で居一’（も，こんな魏

測にでも言呉差の生じないもの（t　tg　V’・iX　i：，糺1111如上の注意は一女：心得t：上で，盛んに親

呈する馴こよって得る観測数ご云ふ事で言百雷なli「rすの渕乏良の法ご云へ一e・・う・1励’もJUれ

1‡一個人iごけで（ttgく，数多《の観測者があってこそ，更に更に右効こなろのである．但

し，勿論や†こらに鍛な漁るノごけではいけ露い・特に肉眼【杓ナよ星な見る時にに，絶量寸土な野

天が必嬰であろ搬な，根本的な注惹か忘れ寒い楼に・（結局再び繭號以來の注意に依ろ）

　記録憶測ご同時に年月，日付，時刻，ユリウス日付か記卜する．次ぎに目i貝：」（書き方

は前號に）器械，参考記事が書き置く・其して適當テよ時に其れな象：‘して報告するのであっ

て，光度は此の時に算出すろ方がよい．1氾録ご云ふものは大切なものであろから，後【1　ll、

が見てし，直ちにわかる搬1二，正しく記入する必要がある・特に使川の星圖は1轍程ハツ｝一・

りさせろ必要があるから，白己の使lll星圃は，もう一枚寓しか作って，記田ノートの1争星

毎に貼市し7二方がよL’程である．猫ぽ見やうS』ずるll的の愛光星が見へない時1：iミ，見得

る最微星の前にく印か【駅，く蹟，vは言巳入すべきで【ttgい，一．n．1；国入しt・以上（i見へて

層る事か意味する．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（木　邊）


